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SUPER GT 第5戦 鈴鹿サーキット 決勝
8月24日 天候：晴れ コースコンディション：ドライ

2025年度のSUPER GT第5戦決勝レースが鈴鹿サーキットで開催。決勝日は日差しを遮る雲も少なく、予選が行
われた前日以上の暑さを感じる陽気となった。決勝を前に14時ちょうどから20分間で行われたウォームアップ走行は、1
分50秒864というタイムで13番手。チームはダミーグリッドに着いてからの限られた時間も使い、セットアップに手を加えて
いった。
29,000人のモータースポーツファンがつめかける中、15時にパレードランとフォーメーションラップがスタート。52周にわた
る戦いが始まった。#12 TRS IMPUL with SDG Zのスタートドライバーを務めたのはベルトラン・バゲット選手で、序
盤から前方のライバルを追い詰めていく。2周目のシケインで1台がコースアウトし、これで4番手にポジションアップした。今
大会はレース中のアクシデントが多く、5周目にはGT500クラスの1台がコースアウトしスポンジバリアにヒットしたことから
セーフティカーが導入される。ライバル勢との前後のギャップが縮まったところで10周目にリスタートが切られるが、バゲット
選手はポジションキープ。
18周を終えるところでピットへ向かい、平峰一貴選手に交代した。チームは迅速なピット作業で平峰選手をコースに
送り出すと、期待に応える気迫の走りを披露し、24周目には前を走るマシンに接近。デグナーカーブで相手のテールに
はりつくと、ヘアピンコーナーでイン側に切り込み並びかける。惜しくもこの勝負はものにすることができず、ここでの順位アッ
プはならなかったが、#12 TRS IMPUL with SDG Zは、終盤5番手まで順位を取り戻した。ただ、早いタイミングでの
ピットインだったことも影響し、終盤は苦しい戦いに。フルコースイエロー(FCY)の速度制限が解除されたタイミングで起き
たヘアピンコーナーでの攻防では、止まり切れず1台の先行を許すと、その後2台にかわされてしまう。それでも最後まで粘
り強く戦い切り、8位でチェッカーを受けた。

【 コメント 】
■TRS IMPUL with SDG 平峰一貴選手

「走り出しの10周ぐらいは、そこそこ前について行けるかどうかというぐらいのペースだったのですが、1回目のFCYの後ぐ
らいから急に車のバランスが悪くなってしまいました。ドライバーとして、もう少し何かを引き出したかったのですが、うまく
いかず残念です。次戦に向けてしっかりとチームと分析し、SUGOではきっちりとやり返したいと思います。

■TRS IMPUL with SDG ベルトラン・バゲット選手

スタートドライバーを担当しましたが、僕のスティントではポジションキープという状況でした。前のクルマを追い詰めると
いう形には持っていけなかったのですが、後続とのギャップは拡げることができていたので、そこに関しては良かったです。
ただピットストップの前にトラフィックにつかまってしまい、それでせっかく築いたギャップを失ってしまいました。結果的に、
後ろを走っていた1台にピット作業で逆転され順位を1つ下げてしまったのは残念です。今回はレースペースがあまり良
くなかったのも苦しかったですね。原因をしっかりと分析して、次戦に臨みたいです。

■TRS IMPUL with SDG  星野一樹監督

スタートしてすぐ、自分たちのペースがあまりないことが分かりました。戦略としてはミニマムストップを選択しましたが、や
はり後半スティントは周回数が多い分、平峰選手には最後にかなり苦しい思いをさせることになり申し訳なかったです。
バゲット選手も平峰選手も、クルマのバランスが苦しい中で最後まで頑張ってくれました。もっと戦えるクルマを用意して
あげたかったのですが、何が原因でそれができなかったのか、しっかりとデータを精査し、次戦に向けて頑張りたいと思い
ます。
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